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ゲ ノ ム の ダイナ ミ ッ ク な 改変 に よ る微生物育種 （シ ン ポジ ウ ム）

ゲノ ム逸化 工 学の展豐

（筑波大 ・応用生化）星野　貴行

絹同組換え能を有する （微）生物で は 、 宿主ゲ ノム と全 く相 同性がない

外来 DNA 断片で あ っ て も、 それに宿主ゲ ノム との 糟同領域を賦与する こ

とに よ っ て ゲ ノ ム 中へ の 組み込みが可能で ある。 また 、 ゲノム 中に 相同領

域が複数箇所存在する場合に は 、 それら領域間の 相同組換え に よ っ て 、 ゲ

ノム に逆位や欠失が 生 じる こ ととなる。 こ の 原理を利用 して 、 ゲ ノム 構造

にダイナ ミッ クな変化を生 じさせ るこ とに よ るゲノム機能 ・生物機能の 解

析 、 お よ びゲノ ム 中に 外来遺伝子を長鎖で 導入する こ とに よる生物機能の

改変 （一 育種）を行お うとい うの が 「ゲ ノ ム 工 学」 の 考え方で あ る 。

1。ゲノム 自体をベ クター とする遣伝子組換え系

　ゲノ ム上 に外来 DNA 断片を組み込む こ とに よる宿主微生物の 機能改変

は 、 ゲノム 自体をベ クター とす る遺伝子組換え系とも表現で きる 。 こ の シ

ス テ ム で は 、 従来の プ ラ ス ミ ド・ベ クタ
ー と比べ て は るか に長鎖 の 外来

DNA の 導入が可能で あ り、 挿入された外来 DNA の 安定性 も高 い もの と予

想 され る 。 また 、 新 しい 微生物の 分子育種を図る場合に 、 多大な時間と試

行錯誤を必要とするベ クタ
ー 開発を行わな くて 済む とい う利点もあ る 。

　2 ． 薪 「細胞融合」法

　1外来遺伝子程度の ゲノム へ の 挿入 は 、
transposon　mutagenesis などで 既

に広 く行われて お り、 ゲノム 工学の 手法 自体は古 くか ら用い られて きた と

も言 い 得る。 しか しな が ら 、 外来 DNA を長鎖で ゲ ノ ム 中に導入する とい

う試み につ い て は 、 着手された ばか りとい う状況で ある 。

　ある微生物に 、 他の 微生物の ゲノ ム の
一 部 （最終的に は大部分また は全

部）を導入するとい う試みは 、 単な る無謀な試み な の で あろ うか ？　こ の

よ うな手法 に よる 「ハ イ ブ リ ッ ド微生物」の 創製の試み は 、 形を変えた

「細胞融合法」 とは言えな い で あ ろ うか ？

　3 、 ハ イブ リッ ド微生物の 薊製　一 ゲ ノ ム逓化 工 学の プ ロ ロ
ー グ ー

　ゲノム工 学手法に よるハ イブ リッ ド微生物の 創製の 試みは、 種 ・ 属の 壁

はもとより、 生物界の壁 を越えて 行 うこ とも可能で ある。 真正細菌と古細

菌との 間です ら、
ハ イ ブ リ ッ ドを作製する こ とが出来るの で ある 。 進化の

歴史を逆行させ るよ うな ハ イ ブ リ ッ ドが 作製 で きれ ば 、 そ れ らは 実験室内

で どの ような 「進化 」を始めるこ とに な る の で あろ うか ？

　ゲ ノム 進化工 学の 可能性に つ い て 、 突拍子 もない ア イデア も含め て 問題

提起を させ て い ただ く予定で あ る 。
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